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詞林　第54号　2013年10月

一

水
戸
藩
に
よ
る
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
は
、
明
暦
三
年
の
史
局
創
設

に
始
ま
り
、
明
治
三
十
九
年
に
紀
伝
志
表
三
九
七
巻
が
完
成
す
る
ま
で
、

数
次
に
わ
た
っ
て
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る（

１
）。
こ
の
う
ち
、
正
徳
五
年
に

成
っ
た
「
正
徳
本
」
と
享
保
五
年
に
幕
府
に
献
上
さ
れ
た
「
享
保
進
献

本
」
に
つ
い
て
久
野
勝
弥
氏
は
、
氏
の
所
蔵
す
る
写
本
三
本
の
内
容
と

水
戸
・
江
戸
両
史
館
の
『
往
復
書
案
』
や
藤
田
幽
谷
『
修
史
始
末
』
の

内
容
と
を
比
較
検
討
し
、
こ
の
三
本
が
、
あ
る
い
は
正
徳
本
の
、
あ
る

い
は
享
保
進
献
本
の
形
態
を
留
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

２
）。

一
方
、
稿
者
は
さ
き
に
、
久
野
氏
の
論
を
視
座
と
し
て
『
大
日
本
史
』

の
伝
本
を
調
査
し
、
寛
政
頃
ま
で
に
は
正
徳
本
系
統
の
伝
本（

３
）が
一
定
の

範
囲
内
で
流
布
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
津
久
井
尚
重
『
南
朝
編
年
記

略
』（
天
明
五
年
自
序
）
が
参
照
し
た
『
大
日
本
史
』
も
正
徳
本
系
統
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

４
）。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
近
世
中
後

期
の
歴
史
研
究
や
そ
の
受
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
は
、『
大
日
本

史
』
の
影
響
の
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、『
大
日
本
史
』
の
内
容
は
膨
大
で
あ
り
、
そ
の
全
体
を
把

握
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
現
在
容
易
に
参
照
で
き
る
活
字

本
も
明
治
以
後
の
も
の
（
以
下
、
明
治
本
）
で
あ
り（

５
）、
嘉
永
版
本
以
前

の
『
大
日
本
史
』
受
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
に
は
問
題
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
正
徳
本
系
統
と
享
保
進
献
本
系
統
と
の
相
違
を
、

現
存
す
る
伝
本
に
即
し
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
久
野
氏
の
論
は
貴
重
な

成
果
だ
が
、
氏
の
指
摘
も
多
く
の
相
違
の
う
ち
の
一
部
に
つ
い
て
で
あ

り
、
な
お
多
く
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
大
日
本
史
』
の

成
立
過
程
や
受
容
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、『
大
日
本
史
』

の
各
段
階
の
伝
本
に
即
し
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
よ
り
、
本
稿
で
は
、『
大
日
本
史
』
の
正

徳
本
系
統
・
享
保
進
献
本
系
統
の
伝
本
を
参
照
す
る
際
の
手
引
と
し
て
、

『
大
日
本
史
』
享
保
進
献
本
系
統
・
正
徳
本
系
統
の
各
巻
巻
首
目
録（

６
）
を

対
照
し
て
示
し
、
情
報
の
整
理
と
共
有
を
行
い
た
い
。
な
お
、
本
稿
で

は
、
明
治
本
は
大
日
本
雄
弁
会
本
に
、
享
保
進
献
本
系
統
は
小
浜
市
教

育
委
員
会
所
蔵
酒
井
家
文
庫
本
（
二
一
〇
‐
二
三
三
。
書
写
年
次
不
明（
７
）、

小
浜
藩
校
（
江
戸
）
蔵
書
印
、
山
口
菅
山
（
安
永
元
〜
嘉
永
七
）
蔵
書
印
あ
り（
８
）。

『
大
日
本
史
』
写
本
巻
首
目
録
の
対
照

―
―
柳
沢
文
庫
蔵
本
・
酒
井
家
文
庫
蔵
本
に
よ
る
―
―

　
　
　
　
　
　
　

勢
田　

道
生
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以
下
、
小
浜
本
）
に
、
正
徳
本
系
統
は
公
益
財
団
法
人
郡
山
城
史
跡
・

柳
沢
文
庫
保
存
会
所
蔵
本
（
宝
暦
一
四
年
〜
明
和
二
年
、
柳
沢
伊
信
・
荻

生
金
谷
等
、
藤
堂
家
本
に
よ
り
写
。
以
下
、
柳
沢
本
）
に
よ
る（

９
）。

二

ま
ず
、『
大
日
本
史
』
正
徳
本
系
統
・
享
保
進
献
本
系
統
の
本
紀
・

列
伝
の
部
立
構
成
を
示
す
。

▼
本
紀　

巻
一
〜
巻
七
十
三
（
七
十
三
巻
）

▼
列
伝　

巻
七
十
四
〜
巻
二
百
四
十
三
（
百
七
十
巻
）

・
后
妃　

巻
七
十
四
〜
巻
八
十
五
（
十
二
巻
）

・
皇
子　

巻
八
十
六
〜
巻
九
十
九
（
十
四
巻
）

・
皇
女　

巻
百
〜
巻
百
五
（
六
巻
）

・（
常
伝
）
巻
百
六
〜
巻
百
七
十
八
（
七
十
三
巻
）

・
将
軍　

巻
百
七
十
九
〜
巻
百
八
十
六
（
八
巻
）

・
将
軍
家
族　

巻
百
八
十
七
〜
巻
百
九
十
一
（
五
巻
）

・
将
軍
家
臣　

巻
百
九
十
二
〜
巻
二
百
十
三
（
二
十
二
巻
）

・
文
学　

巻
二
百
十
四
〜
巻
二
百
十
八
（
五
巻
）

・
歌
人　

巻
二
百
十
九
〜
巻
二
百
二
十
二
（
四
巻
）

・
孝
子　

巻
二
百
二
十
三
（
一
巻
）

・
義
烈　

巻
二
百
二
十
四
（
一
巻
）

・
列
女　

巻
二
百
二
十
五
（
一
巻
）

・
隠
逸　

巻
二
百
二
十
六
（
一
巻
）

・
方
技　

巻
二
百
二
十
七
（
一
巻
）

・
叛
臣　

巻
二
百
二
十
八
〜
巻
二
百
三
十
（
三
巻
）

・
逆
臣　

巻
二
百
三
十
一
（
一
巻
）

・
外
国　

巻
二
百
三
十
二
〜
二
百
四
十
三
（
十
二
巻
）

右
の
よ
う
に
、
正
徳
本
系
統
と
享
保
進
献
本
系
統
と
に
、
部
立
構
成

の
相
違
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
嘉
永
版
本）

10
（

・
明
治
本
は
、
将
軍
家
族

伝
を
巻
百
八
十
七
〜
百
九
十
の
四
巻
に
宛
て
、
以
下
一
巻
ず
つ
繰
り
上

が
り
、
叛
臣
伝
に
巻
二
百
二
十
七
〜
二
百
三
十
の
四
巻
を
宛
て
る
。
ま

た
、
明
治
本
は
「
外
国
伝
」
を
「
諸
蕃
伝
」
と
す
る
（
嘉
永
版
本
は
「
外

国
伝
」）。

以
上
を
踏
ま
え
、
後
掲
の
表
に
は
、
上
段
に
享
保
進
献
本
系
統
と
し

て
小
浜
本
を
、
下
段
に
正
徳
本
系
統
と
し
て
柳
沢
本
を
配
し
、
巻
ご
と

に
巻
首
目
録
を
対
照
し
、
相
違
が
あ
る
巻
に
つ
い
て
、
そ
の
相
違
を
示

し
た
。
明
治
本
と
小
浜
本
と
が
相
違
す
る
場
合
は
、
上
段
に
小
浜
本
の

巻
首
目
録
を
示
し
、
小
浜
本
と
柳
沢
本
と
が
相
違
す
る
場
合
は
、
下
段

に
柳
沢
本
の
巻
首
目
録
を
示
し
て
い
る）

11
（

。
た
だ
し
、
各
巻
巻
首
目
録
の

全
体
を
挙
げ
る
の
は
煩
瑣
で
あ
る
た
め
、
巻
首
目
録
の
う
ち
、
冒
頭
か

ら
一
致
が
連
続
す
る
場
合
は
、
一
致
す
る
部
分
の
末
尾
の
人
物
を
掲
記

し
た
上
で
「（
▲
以
上
同
）」
ま
た
は
「（
▲
以
上
明
治
本
巻
〔
幾
〕
に
同
じ
）」

と
注
記
し
、
巻
首
目
録
の
途
中
か
ら
末
尾
ま
で
一
致
が
連
続
す
る
場
合

は
、
一
致
す
る
部
分
の
冒
頭
の
人
物
を
掲
記
し
た
上
で
「（
▼
以
下
同
）」

ま
た
は
「（
▼
以
下
明
治
本
巻
〔
幾
〕
に
同
じ
）」
と
注
記
し
た
。
ま
た
、

后
妃
伝
・
皇
子
伝
・
皇
女
伝
に
つ
い
て
は
、
巻
首
目
録
掲
載
の
人
物
が

極
め
て
多
い
た
め
、
后
妃
・
皇
子
・
皇
女
の
か
か
る
天
皇
ご
と
に
対
照
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し
、
他
の
紀
伝
と
同
じ
要
領
で
相
違
を
示
し
た
。
な
お
、
誤
写
・
誤
字

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
相
違
し
か
存
し
な
い
場
合
は
、
掲
載
を
省
略
し
た）

12
（

。

な
お
、
明
治
本
・
享
保
進
献
本
系
統
・
正
徳
本
系
統
以
外
の
相
違
は

以
下
の
通
り
。

ま
ず
懐
徳
堂
本）

13
（

に
つ
い
て
。
前
稿
で
触
れ
た
と
お
り
、
同
本
は
柳
沢

本
を
親
本
と
す
る
が
、
書
写
の
際
、『
大
日
本
史
賛
藪
』（
享
保
進
献
本

に
付
さ
れ
た
論
賛
の
み
を
ま
と
め
た
も
の
）
を
参
照
し
て
賛
を
補
う
と
と

も
に
、
柳
沢
本
で
は
巻
六
に
存
し
た
仁
賢
天
皇
紀
を
巻
五
に
移
し
て
お

り
、
巻
首
目
録
も
こ
れ
を
反
映
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
と
同
じ
相

違
が
あ
る
伝
本
は
、
懐
徳
堂
本
を
祖
本
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
嘉
永
版
本
に
つ
い
て
。
嘉
永
版
本
の
巻
首
目
録
は
基
本
的
に
明

治
本
の
そ
れ
と
同
じ
だ
が
、
嘉
永
版
本
の
外
国
伝
は
明
治
本
諸
蕃
伝
の

構
成
と
大
き
く
異
な
り
、
巻
二
百
三
十
四
〜
巻
二
百
四
十
二
は
享
保
進

献
本
系
統
と
同
じ
で
、
残
る
巻
二
百
四
十
三
を
左
の
よ
う
に
立
て
る
。

蝦
夷
下

粛
慎

女
真

琉
球

吐
火
羅
〈
舎
衛　

南
天
竺　

林
邑
〉

崑
崙

ま
た
、
明
治
本
（
大
日
本
雄
弁
会
本
）
巻
首
目
録
は
、
巻
七
十
七
「
女

御
滋
野
縄
子
」
を
淳
和
后
妃
の
末
尾
に
記
す
が
、
嘉
永
版
本
は
仁
明
后

妃
の
三
人
目
に
記
し
て
い
る）

14
（

。

三

最
後
に
、
管
見
に
触
れ
た
『
大
日
本
史
』
写
本
に
つ
い
て
簡
単
に
紹

介
す
る
。

管
見
に
触
れ
た
伝
本
は
、
残
欠
本
を
含
め
四
十
八
本
。
こ
の
う
ち
、

享
保
進
献
本
系
統
の
三
本）

15
（

、
正
徳
本
系
統
と
享
保
進
献
本
系
統
の
取
り

合
わ
せ
と
考
え
ら
れ
る
二
本
、
お
よ
び
、
正
徳
本
系
統
（
懐
徳
堂
本
の

類
を
含
む
）
の
う
ち
、
寛
政
年
間
以
前
の
書
写
が
確
認
で
き
る
十
三
本

に
つ
い
て
は
前
稿
で
言
及
し
た
。
よ
っ
て
、
以
下
に
は
、
こ
れ
ら
以
外

の
伝
本
（
す
べ
て
正
徳
本
系
統
）
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら

を
正
徳
本
系
統
と
判
断
し
た
の
は
、
専
ら
巻
首
目
録
の
相
違
に
よ
る
た

め
、
巻
首
目
録
に
相
違
が
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
他
系
統
の
も
の
が

取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
標
注
や
欠
画
に
つ
い

て
は
網
羅
的
に
確
認
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
該
本
の
伝
写
経
緯
や
書

写
年
代
を
窺
う
上
で
有
益
で
あ
る
と
考
え
、
付
記
し
た
。

Ａ
、
藤
堂
家
本
類
（
柳
沢
本
と
同
様
、
後
小
松
紀
下
の
み
賛
あ
り
）

①
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
本
（
Ｃ
一
〇
五
）

論
賛
共
一
三
三
冊
。
三
春
藩
旧
蔵
（
印
）。
巻
二
三
二
以
下
欠
。

②
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
蔵
本
（
二
五
一
四
）

論
賛
共
三
八
冊
。
本
間
光
丘
（
享
保
一
七
〜
享
和
元
）
旧
蔵
（
印
）。

寛
政
五
〜
七
年
写
カ
（
酒
田
市
指
定
文
化
財
目
録
、
平
成
一
〇
年
版
）。

標
注
「
方
壺
云
…
…
」「
兼
云
…
…
」「
充
云
…
…
」「
道
云
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…
…
」「
良
器
云
…
…
」
あ
り
。
巻
七
六
・
光
仁
井
上
皇
后
伝
に

賛
を
補
写
（
朱
）

③
史
跡
足
利
学
校
事
務
所
蔵
本
（
一
五
‐
一
七
）

賛
藪
共
一
一
五
冊
。
長
澤
仁
右
衛
門
（
桐
生
）
旧
蔵
（
印
）。
巻
七

四
〜
七
五
欠
。

④
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
一
九
六
‐
一
四
）

賛
藪
共
九
九
冊
（
合
三
三
冊
）。
丸
岡
藩
校
平
章
館
旧
蔵
（
印
）。「
大

日
本
史
目
録
下
」
欠
。
標
注
「
方
壺
云
…
…
」「
兼
云
…
…
」「
充

云
…
…
」「
道
云
…
…
」「
良
器
按
…
…
」「
経
之
云
…
…
」「
卿
云

…
…
」「
龔
按
…
…
」
あ
り
。

⑤
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
本
（
一
三
八
‐
一
〇
二
）

論
賛
共
五
三
冊
。
林
述
斎
旧
蔵
（「
述
斎
衡
新
収
記
」
印
あ
り
）。
巻

九
四
〜
一
一
〇
、
一
七
一
〜
一
七
三
、
一
七
九
〜
一
八
三
、
二
〇

一
以
下
欠
。
巻
三
奥
書
「
得
業
生
藤
田
利
勝
校
」。

⑥
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
（
と
一
〇
三
四
三
）

二
四
七
冊
。
一
橋
学
問
所
旧
蔵
（
印
）。
整
理
名
「
大
日
本
史
稿
本
」。

補
入
・
校
合
は
享
保
進
献
本
系
に
よ
る
か
。
同
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
閲
覧
。

⑦
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
Ｇ
二
二
‐
一
〇
二
）

論
賛
共
六
一
冊
。
南
葵
文
庫
旧
蔵
、
印
記
「
坤
堂
蔵
書
」。
最
終

冊
末
尾
「
進
大
日
本
史
表
」（
文
化
七
年
、
徳
川
治
紀
）
を
補
写
。

⑧
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
Ｇ
二
二
‐
一
七
八
）

論
賛
共
四
五
冊
。
天
保
十
五
年
〜
弘
化
三
年
、
白
石
貞
貫
、
篠
崎

小
竹
梅
花
屋
本
に
よ
り
校
、
弘
化
四
年
、
長
田
黙
成
斎
本
に
よ
り

校（
奥
書
）。巻
二
七
奥
書「
浪
花　

後
藤
氏
校
正
」。朱
書
標
注「
早

衡
云
…
…
」
あ
り
。

⑨
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
二
‐
三
〇
）
八
五
冊

賛
藪
共
八
五
冊
。
標
注
「
通
邦
按
…
…
」「
邦
按
…
…
」「
方
壺
云

…
…
」
あ
り
。「
兼
」
字
に
欠
画
あ
り
。

⑩
小
浜
市
教
育
委
員
会
蔵
酒
井
家
文
庫
本
（
二
一
〇
‐
二
三
四
）

論
賛
共
九
三
冊
。
遠
敷
郡
雲
浜
図
書
館
旧
蔵
（
印
）、
罫
紙
柱
「
幽

芳
堂
蔵
」。
標
注
「
通
邦
按
…
…
」「
邦
按
…
…
」
あ
り
。

⑪
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
本
（
七
〇
‐
三
）

七
〇
冊
。
尾
張
藩
校
明
倫
堂
旧
蔵
（
印
）、
印
「
中
島
／
氏
印
」（
朱
）

あ
り
。
巻
一
〜
二
三
欠
。
付
箋
多
数
あ
り
。
原
態
は
本
紀
列
伝
八

三
冊
か
（
表
紙
記
載
）。

⑫
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
神
宮
皇
学
館
文
庫
蔵
本
（
二
一
〇
・
一
／

Ｄ
）九

五
冊
。
外
宮
御
師
来
田
家
旧
蔵
（
印
）。

⑬
神
宮
文
庫
蔵
本
（
五
門
二
七
七
）

論
賛
共
一
〇
〇
冊
。
林
崎
文
庫
旧
蔵
。
巻
一
五
六
奥
書
「
鷹
羽
主

税
校
読
」。「
印
本
」
に
よ
る
校
異
注
記
あ
り
。「
兼
」
字
・「
統
」

字
に
欠
画
あ
り
。

⑭
大
阪
天
満
宮
蔵
本
（
別
二
四
）

賛
藪
共
六
〇
冊
。
尾
張
藩
古
筆
見
恒
川
了
廬
旧
蔵
（
印
）。
巻
一

六
六
奥
書
「
文
化
十
四
年
丁
丑
七
月
十
四
日
」。
標
注
「
粛
按
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…
…
」「
朗
按
…
…
」（
胡
粉
に
て
抹
消
）、「
通
邦
按
…
…
」「
邦

按
…
…
」
あ
り
。

⑮
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蝸
牛
廬
文
庫
蔵
本
（
八
三
六
‐
八
九
二
）

賛
藪
共
六
三
冊
。
林
田
家
（
池
田
）
旧
蔵
。
奥
書
、
巻
四
〇
「
庚

寅
九
月
廿
五
日
校
」（
朱
）、
巻
四
四
「
庚
寅
十
一
月
至
日
校
」、

巻
九
六
「〈
早
之

／
早
之

〉
同
校
」。
巻
四
八
・
六
ウ
・
欄
外

に「
右
四
五
六
三
葉
小
竹
先
生
所
書
」。巻
二
二
四
、柱
に
墨
書「
梅

花
屋
蔵
書
」。
標
注
「
善
按
…
…
」「
弻
云
…
…
」「
経
徳
按

…
…
」
あ
り
。

⑯
和
歌
山
大
学
附
属
図
書
館
紀
州
藩
文
庫
蔵
本
（
二
一
一
‐
六
）

論
賛
共
六
〇
冊
（
二
冊
は
『
紀
州
藩
文
庫
目
録
』
録
外
）。
紀
州
藩
校

学
習
館
旧
蔵
（
印
）。「
仙
石
本
類
聚
国
史
」
に
よ
る
朱
の
書
入
あ
り
。

朱
書
入
「
清
矩
云
…
…
」
あ
り
。
※
瀧
野
邦
雄
「
紀
州
藩
文
庫
所

蔵
『
大
日
本
史
』
に
つ
い
て
」（『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀

要
』
26
、
平
7
‐
7
）
参
照
。

⑰
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
蔵
本
（
ヤ
二
一
〇
‐
二
）

八
六
冊
。
文
政
十
二
年
宮
地
仲
枝
写
（
親
本
は
「
衣
斐
氏
蔵
本
」）（
奥

書
）。
巻
八
奥
書
「
右
一
巻
、
中
山
厳
水
手
写
所
贈
予
也
／
右（

抹
消
）一

冊
北
渓
先
生
昔
年
手
写
所
衍
／
而
賜
予
也　

仲
枝
識
」。
巻
一
三

九
奥
書
「
以
上
二
巻
、
北（

谷

真

塩

）

渓
先
生
昔
日
手
写
所
衍
而
所
賜
予
也　

仲
枝
識
」。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り

閲
覧
。

⑱
佐
賀
県
立
図
書
館
鍋
島
文
庫
蔵
本
（
鍋
島
報
效
会
寄
託
）

賛
藪
共
六
九
冊
。
印
「
萬
乗
庫
印
」・「
鍋
島
家
蔵
」
あ
り
。「
目

録
下
」
末
尾
に
墨
書
「
弘
道
館
蔵
」、
巻
一
三
〇
末
尾
に
墨
書
「
弘

道
館
」。
巻
一
〜
四
三
、
一
三
五
〜
一
三
七
欠
。
原
態
は
八
二
冊

＋
賛
薮
三
冊
か
（
表
紙
記
載
）。
※
虫
損
・
水
損
の
た
め
開
披
不
能

箇
所
多
し
。

⑲
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫
蔵
本
（
二
一
一
‐
七
）

九
七
冊
。
小
城
鍋
島
藩
校
旧
蔵
（
印
）。
巻
一
二
・
一
三
、
二
二

〜
二
四
、
三
一
、
三
四
・
三
五
、
四
〇
・
四
一
、
六
三
・
六
四
、

六
八
、
七
六
・
七
七
、
八
六
〜
九
〇
、
九
七
・
九
八
、
一
〇
六
〜

一
四
四
、
一
五
四
〜
一
五
七
、
一
六
〇
・
一
六
一
、
一
七
一
、
二

〇
〇
〜
二
〇
五
、
二
二
五
、
二
三
四
・
二
三
五
、
二
四
二
・
二
四

三
欠
。

Ｂ
、
懐
徳
堂
本
類
（
藤
堂
家
本
類
に
中
井
竹
山
の
校
訂
を
反
映
）

⑳
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
（
和
一
一
三
一
）

六
二
冊
。
丸
山
季
夫
氏
寄
贈
本
。
巻
八
五
〜
一
〇
六
、
二
二
五
〜

二
二
八
欠
。「
秦
氏
校
正
本
」「
一
本
」「
諸
本
」
に
よ
る
校
合
注

記
あ
り
。
冷
泉
天
皇
紀
賛
欠
。

㉑
大
阪
天
満
宮
蔵
本
（
別
五
三
）

六
〇
冊
。
近
藤
南
州
旧
蔵
（
印
）、
印
「
尾
崎
蔵
書
」
あ
り
。
第

三
冊
末
尾
奥
書
「
丁
酉
十
一
月
念
一
夕
南
州
読
過
」。

㉒
大
和
文
華
館
蔵
本
（
一
‐
四
八
九
〜
五
四
八
）

六
〇
冊
。
鈴
鹿
連
胤
旧
蔵
（
印
）。
巻
二
一
六
冒
頭
に
「
大
友
黒
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主
小
伝
」（
安
政
二
年
矢
盛
教
愛
識
語
あ
り
）
あ
り
。
国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
紙
焼
本
に
よ
り
閲
覧
。

㉓
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
蔵
本
（
地
二
‐
二
〇
〇
八
）

六
九
冊
。
島
津
久
光
写
（『
玉
里
文
庫
目
録
』）。
巻
一
九
五
〜
二
二

〇
欠
。
第
五
九
冊
以
下
、
表
紙
が
異
な
り
、
各
伝
末
尾
論
賛
欠
。

第
三
冊
見
返
「
以
宮
城
家
拝
領
写
本
校
正
」。
第
七
冊
巻
十
三
冒

頭
欄
外
に
「
以
御
本
続
日
本
紀
校
正
」（
朱
）

Ｃ
、
そ
の
他
（
巻
首
目
録
は
正
徳
本
系
。
詳
細
不
明
）

㉔
一
宮
市
立
中
央
図
書
館
蔵
本

二
七
冊
。
有
隣
舎
鷲
津
氏
旧
蔵
（
印
）。
存
巻
一
〜
五
三
。

㉕
岐
阜
市
立
図
書
館
蔵
本
（
二
一
‐
八
）

七
〇
冊
。
楠
堂
文
庫
本
。
三
宅
樅
台
旧
蔵
か
。
巻
一
七
二
・
菊
池

武
光
伝
に
「
山
陽
先
生
筑
後
河
戦
処
之
作　

三
宅（

一
字
不
明
）

〓
謹
刪
」
五
紙

挟
み
込
み
。
賛
は
補
写
か
。

㉖
津
市
立
津
図
書
館
橋
本
文
庫
蔵
本
（
橋
二
一
‐
二
〇
一
〜
二
三
一
）

三
一
冊
。
存
巻
四
八
〜
一
三
七
、
一
四
一
〜
一
四
六
、
一
五
一
〜

一
五
四
、
一
六
七
〜
一
七
〇
、
一
八
七
〜
一
九
一
。
賛
の
有
無
は

巻
に
よ
り
区
々
、
別
筆
に
よ
る
補
写
か
。

㉗
神
宮
文
庫
蔵
本
（
五
門
二
七
六
）

一
〇
四
冊
。
林
崎
文
庫
旧
蔵
（
嘉
永
四
年
荒
木
田
守
雅
寄
贈
本
）。

巻
一
一
〜
二
四
の
み
賛
あ
り
（
後
小
松
紀
は
無
賛
）。
第
九
冊
（「
大

日
本
史
目
録
下
」）
奥
書
「
文
政
六
年
十
二
月
二
十
六
日
、
借
棡
友

寿
書
凡
例
目
録
都
四
冊
写
畢　

葦
能
耶
蔵
書
」。
巻
十
に
大
久
保

達
（
湘
南
）
の
七
言
律
詩
一
首
・
七
言
絶
句
三
首
を
記
し
た
一
紙

を
挟
込
み
。「
北
朝
后
妃
伝
」「
北
朝
皇
子
伝
」（「
国
校
本
」
に
よ

る
補
）「
北
朝
皇
女
伝
」（「
学
校
本
」
に
よ
る
補
）
あ
り
。
巻
一
一
六
、

尾
題
に
つ
づ
き
、「
此
伝
可
入
大
伴
古
麻
呂
伝
之
次
」
と
し
、「
国

校
本
」
に
よ
り
大
伴
継
人
伝
を
補
う
。「
兼
」
字
に
欠
画
あ
り
。

㉘
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
六
一
〇
‐
タ
‐
九
）

二
五
冊
。
樋
口
文
庫
本
（
樋
口
和
堂
旧
蔵
）。
存
引
用
書
目
・
修
史

義
例
・
目
録
上
中
下
・
序
・
巻
一
〜
三
六
。
文
化
五
〜
九
年
、
矢

賀
部
恒
貞
・
横
枕
秀
実
・
松
本
得
養
・
牛
嶋
忠
篤
・
佐
野
正
路
・

佐
野
誠
成
・「
精
知
」
写
。

㉙
久
留
米
市
立
中
央
図
書
館
蔵
本
（
国
七
‐
一
五
）

二
冊
。
江
碕
文
庫
本
（
江
碕
済
旧
蔵
）。
存
巻
一
三
一
〜
一
四
七
カ

（
破
損
に
よ
り
開
披
困
難
）。

㉚
秋
月
郷
土
館
蔵
本
（
三
・
三
‐
一
）

二
六
冊
。
秋
月
八
幡
宮
本
。
存
目
録
上
中
下
、
巻
六
二
〜
六
六
、

八
八
〜
二
四
三
。
目
録
上
末
に
「
樋
口
精
義
（
花
押
）」。
各
冊
背

に
墨
書
「
共
五
十
冊
」。「
イ
」・「
刊
本
」
に
よ
る
校
異
書
入
あ
り
。
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注（１
）
吉
田
一
徳
『
大
日
本
史
紀
伝
志
表
撰
者
考
』（
風
間
書
房
、
昭
40
）、
秋

山
高
志
「「
大
日
本
史
」
刊
刻
の
周
辺
」（『
近
世
常
陸
の
出
版
』
青
裳
堂
書
店
、

平
11
）、『
日
本
史
文
献
解
題
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
12
）「
大
日
本
史
」

項
（
鈴
木
暎
一
執
筆
）
な
ど
参
照
。

（
２
）
久
野
勝
弥
「「
大
日
本
史
」
筆
写
本
三
種
に
つ
い
て
―
「
正
徳
本
」「
享

保
進
献
本
」
と
「
足
利
治
乱
記
」」（『
藝
林
』
55
‐
1
、
平
18
・
4
）。
以
下
、

久
野
氏
の
論
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
３
）
正
徳
本
原
本
お
よ
び
享
保
進
献
本
原
本
の
内
容
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な

い
た
め
、
本
稿
で
は
、
久
野
氏
の
指
摘
さ
れ
る
享
保
進
献
本
成
立
時
の
改
訂

を
基
準
と
し
、
こ
の
改
訂
よ
り
前
の
状
態
を
存
す
る
も
の
を
正
徳
本
系
統
と

称
し
、
こ
の
改
訂
を
反
映
し
た
も
の
を
享
保
進
献
本
系
統
と
称
す
る
。
な
お
、

享
保
進
献
本
よ
り
後
の
段
階
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
写
本
は
、
未
だ
管
見

に
触
れ
な
い
。
ま
た
、
正
徳
本
系
統
の
伝
本
の
う
ち
、
後
掲
「
Ａ
、
藤
堂
家

本
類
」
は
、
後
小
松
天
皇
紀
に
賛
が
付
さ
れ
て
い
る
。
賛
は
享
保
進
献
本
に

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
正
徳
本
系
統
の
伝
本
に
存
す
る
の
は
不
審
だ
が
、

そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
未
考
。

（
４
）
拙
稿
「
津
久
井
尚
重
『
南
朝
編
年
記
略
』
に
お
け
る
『
大
日
本
史
』
受
容
」

（『
近
世
文
藝
』
98
、
平
25
・
7
）。

（
５
）『
大
日
本
史
』（
阪
上
半
七
、
吉
川
半
七
、
明
33
〜
大
7
（
和
装
本
））、『
大

日
本
史
』（
吉
川
半
七
、
明
44
（
洋
装
本
））、
義
公
生
誕
三
百
年
記
念
会
編

纂
『
大
日
本
史
』（
大
日
本
雄
弁
会
、
昭
3
〜
4
）。

（
６
）
な
お
、
久
野
氏
は
、
氏
の
架
蔵
本
に
付
さ
れ
る
「
目
次
」（「
大
日
本
史

目
録
」）
の
相
違
（
二
十
二
箇
所
）
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
大
日
本
史
目
録
」

と
各
巻
の
巻
首
目
録
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
「
大
日
本
史
目

録
」
の
成
立
事
情
や
記
載
方
針
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
未
考
。

（
７
）「
兼
」
字
に
欠
画
の
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
光
格
天
皇
治
世
中
の
写
か
。

（
８
）
小
浜
市
立
図
書
館
編
『
酒
井
家
文
庫
綜
合
目
録
』（
小
浜
市
立
図
書
館
、

昭
62
）。

（
９
）
な
お
、
小
浜
本
は
虫
損
の
た
め
状
態
が
良
好
と
は
い
え
ず
、
享
保
進
献

本
系
統
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
良
い
伝
本
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
前
稿
（
注
４
）
で
は
津
市
津
図
書
館
有
造
館
文
庫
蔵
本
に
つ

い
て
、
各
巻
巻
首
目
録
の
相
違
に
よ
り
享
保
進
献
本
系
統
と
判
断
し
た
が
、

同
本
の
う
ち
、
巻
一
二
三
〜
巻
一
二
六
（
第
二
九
冊
前
半
）、
お
よ
び
、
巻

一
七
七
（
第
四
〇
冊
後
半
）
〜
巻
一
八
五
（
第
四
二
冊
）
は
他
の
部
分
と
は

料
紙
が
異
な
る
。
こ
の
部
分
を
、
小
浜
本
お
よ
び
柳
沢
本
の
写
で
あ
る
大
阪

大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
（
明
和
八
年
〜
安
永
元
年
、
中
井
竹
山

等
写
）
と
比
較
す
る
（
各
巻
冒
頭
・
末
尾
の
二
丁
分
を
確
認
し
た
）
と
、
そ

の
本
文
は
後
者
と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
、
有
造
館
本
の
補
写
部
分
は
正
徳
本

系
統
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）
以
下
、
嘉
永
版
本
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

（
11
）
字
体
は
通
行
の
も
の
に
統
一
し
、
小
浜
本
の
朱
に
よ
る
訂
正
箇
所
は
、

訂
正
後
の
文
字
に
よ
り
示
し
た
。
ま
た
、
細
字
書
き
の
部
分
は
〈
〉
で
括
っ

て
示
し
た
。

（
12
）
な
お
、
前
稿
（
注
４
）
で
は
正
徳
本
系
統
と
享
保
進
献
本
系
統
と
の
巻

首
目
録
を
比
較
し
、
仁
明
天
皇
紀
〜
後
亀
山
天
皇
紀
の
部
分
の
他
、
計
七
十

七
巻
に
相
違
が
認
め
ら
れ
た
と
し
た
が
、
今
回
、
小
浜
本
に
よ
り
精
査
す
る
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と
、
相
違
す
る
の
は
計
八
十
六
巻
と
な
っ
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
す
る
。

（
13
）
前
注
（
９
）。

（
14
）
明
治
刊
本
の
う
ち
、
吉
川
半
七
洋
装
本
は
大
日
本
雄
弁
会
本
と
同
じ
だ
が
、

吉
川
半
七
和
装
本
は
嘉
永
版
本
と
同
じ
。
な
お
、
本
文
で
は
い
ず
れ
も
仁
明

后
妃
に
か
け
る
。
仁
明
后
妃
と
す
る
の
が
正
し
い
。

（
15
）
こ
の
う
ち
、
前
稿
（
注
４
）
で
は
享
保
進
献
本
と
し
た
津
市
図
書
館
有

造
館
文
庫
蔵
本
が
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
（
注
（
９
））。

﹇
付
記
﹈『
大
日
本
史
』
写
本
の
閲
覧
に
関
し
、
多
く
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た

各
所
蔵
機
関
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
五
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
、
課
題
番
号25

・2490

）
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
。（

せ
た
・
み
ち
お　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）




